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きいて・めもして・こたえよう 小1　No.16

カブトムシの　はなし

なまえ

きくめあて 「どこで・いつ・なぜ」を　おとさずに　ききましょう。

きに　あつまる　わけ

おすの　つの

いつ　うごく
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カブトムシの　はなし 小1　No.16｜せつめい｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

カブトムシの　はなしを　します。

カブトムシは、なつに　なると、クヌギなどの　きに　あつまります。きから　でる、

あまい　しるを　なめる　ためです。

おすには、りっぱな　つのが　あります。つのを　つかって、ほかの　むしと　おしあ

いを　します。

ひるまは　つちや　おちばの　なかで　やすんで　いて、よるに　なると　うごきだし

ます。

めものれい

き（クヌギ）→　あまい　しる

おすに　つの・おしあい

ひるま　やすむ／よる　うごく

こたえと かいせつ

（1）ア

「きから　でる、あまい　しるを　なめる　ためです」と　いって　いまし

た。

（2）おす

「おすには、りっぱな　つのが　あります」の　ところです。

（3）ウ（よる）

「ひるまは　やすんで　いて、よるに　なると　うごきだします」と　いって　

いました。
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